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【研究背景・目的】 

カーボンナノチューブ(CNT)は電気伝導性

の高い物質であり、金属的にも半導体的にもな

りうる電気的特性を持っている。しかし購入可

能な CNT はナノスケールであり、粉末状もし

くは分散液状であることから単体では応用展

開しにくいという課題がある。そこで本研究室

では CNT と他の物質を複合させることで、

CNT の性質を持った、扱いの容易な複合材料

を開発し、様々なデバイスへの応用を検討して

いる。 

 本研究では軽量・安価、柔軟で身近な材料で

ある糸（または、布）に CNT を複合させ、CNT

複合糸（または、CNT 複合布)としたものを利

用する。糸に金属的、半導体的性質を持つ CNT

を選択的に定着させることで、それぞれの特性

を持つ糸を作製することができる。これらを組

み合わせることで糸ベースのトランジスタを

作製することができる[1]。 

前回の報告[2]では、ｎ型の糸トランジスタを

作製する方法として、新たに蒸着を利用したド

ーピング方法を開発し、性能評価を行った。今

回は、複合材を綿糸ではなく、綿布を用い、布

ベースのトランジスタの作製を検討した。これ

により、糸では表現できない構造を実現し、応

用範囲を広げるとともに、トランジスタの性能

向上を目的とした。 

【実験】 

CNT 複合布は CNT 分散液に綿布を浸して

染色し、乾燥させることによって作製する。こ

のとき、金属型もしくは半導体型の CNT 分散

液を染色させることで、金属型 CNT 複合布と

半導体型 CNT 複合布(Fig. 1)をそれぞれ作る

ことができる。 

布トランジスタは Fig. 2 に示すように、金属

型 CNT 複合布と半導体型 CNT 複合布、絶縁

膜であるポリプロピレンフィルムを組み合わ

せて作製した。この構造は本研究室で開発した

紙トランジスタ[3]の構造を参考にしている。 

この布トランジスタについて電流-電圧特性

を半導体パラメータアナライザを用いて測定

した。結果として、作製した布トランジスタは

ゲート電圧による電流制御を確認することが

できた。詳細については講演で報告する。 
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Fig. 1 Semiconducting CNT composite fabric 

 

Fig. 2 Schematic of fabric transistor 
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